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5月28日飯岡漁港付近堤防において、
公益財団法人日本釣振興会の皆さん
の指導のもとで、親子で釣りを楽し
みました。当日は、天候も良く親子
25組（50人）が参加し、釣れた魚を丁
寧に家に持って帰りました。

　スマートフォンを使ったことがない方や、使い方がよく
わからない方向けに、基本的な操作方法が体験できます。
電話だけでなく、写真の撮り方やインターネットの使い方
も体験してみましょう。

日時・会場／８月３日（木）旭市民会館
　　　　　　８月23日（水）干潟公民館
　　　　　　９月７日（木）いいおかユートピアセンター
　　　　　　９月21日（木）海上公民館
　　　　　　時間と内容は各会場共通
　　　　　　①午前10時～正午（入門編）
　　　　　　②午後２時～４時（ＬＩＮＥ編）
対象／①�入門編は60歳以上で、スマートフォンをお持ち

でない方
　　　②�ＬＩＮＥ編は18歳以上で、スマートフォンの有無

は問わない

定員／各回（各会場）20人
講師／ソフトバンク株式会社　
参加費／�無料（①②とも１人１台貸出機を使用して体験

します）
申込方法／各開催施設へ申し込みください。
受付期間／�７月２日（日）～（受付時間：午前８時30分～

午後５時まで。月曜祝日を除く）
　　　　　定員に達し次第、受付を締め切ります。
問合せ／旭市民会館　☎63-8755

親子釣り教室（海上公民館）

スマートフォン体験教室（各施設）
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　毎回異なる分野の専門家からお話を聞いて、さまざまな体験をしてみよう。

〈旭市民会館〉
日時／①８�月19�日�（土）「海と船を学ぶ」
　　　②９�月16�日�（土）「小麦と小麦粉を学ぶ」
　　　③10�月21�日�（土）「為替と経済を学ぶ」
　　　④11�月18�日�（土）「くすりを学ぶ」
　　　⑤12�月16�日�（土）「食と健康を学ぶ」
　　　⑥１�月20�日�（土）「南極を学ぶ」
　　　いずれも午後１時30分～３時
　　　（全６回（１回のみの参加はできません））
対象／市内小学生（４～６年生）
定員／30人
申込方法／旭市民会館に申し込みください。
問合せ／旭市民会館　☎63-8755

〈共通事項〉
受付期間／�７月２日（日）～（受付時間：午前８時30分～午後５時まで。月曜祝日を除く）先着順とします。

〈海上公民館〉
日時／①８�月19�日�（土）「こくばんアートを描こう」
　　　②９月９�日�（土）「おもしろ書道」
　　　③10�月14�日�（土）「かぼちゃランタンづくり」
　　　④11�月11�日�（土）「親子で学ぼう救命講習」
　　　⑤12�月９�日�（土）「土器ッと学ぼう」
　　　⑥１�月13�日�（土）「こども電気教室」
　　　いずれも午前10時30分～正午
　　　（全６回（１回のみの参加はできません））
対象／市内小学生（１～３年生）
定員／20人
申込方法／海上公民館に申し込みください。
問合せ／海上公民館　☎55-2566

あさピー☆アカデミー

「ロラックスおじさんの秘密の種」
夏休み子どもシアター

　大人気絵本作家ドクター・スースの原作を基に映画化した３Dアニ
メーションです。環境破壊が進み、木がなくなった世界で、最後の一
粒の種を探し求める少年と、森の守護者ロラックスおじさんが繰り広
げる冒険を描いています。
　日本語吹き替え版での上映ですので、皆さんで環境問題について考
えてみてはいかがでしょうか。

日時／７月29日（土）　①午前10時～　②午後１時30分～
場所／海上公民館ホール
対象／市内在住または在学
　　　（小学生以下保護者同伴）
参加費／無料
申込方法／海上公民館に申し込みください。電話でも受け付けます。
受付期間／７月９日（日）～23日（日）
　　　　　�（受付時間：午前８時30分～午後５時まで。月曜日と７月

18日を除く）
　　　　　定員（各回100人）に達し次第、受付を締め切ります。
問合せ／海上公民館　☎55-2566
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（製作年／2012年・製作国／アメリカ・上映時間／86分）

参加費
無料
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幽学工房　勾玉つくり（大原幽学記念館）

石をヤスリで削ってつくります

　古代のアクセサリー勾
まが

玉
たま

つくりに挑戦しよう！
（夏休み体験講座）
日時／７月23日（日）・29日（土）、８月19日（土）
　　　各回午後１時30分～３時（希望の日を選んでください）
場所／大原幽学記念館
対象／市内小学生（４年生以上）と保護者
定員／各12組　※申込順
費用／１人100円
受付期間／�７月８日（土）～
　　　　　�定員に達し次第、受付を締め切ります。（受付時間：午

前９時～午後５時まで。月曜日と７月18日を除く）
申込方法／電話で大原幽学記念館へ申し込みください。
問合せ／大原幽学記念館　☎68-4933

親子料理教室（旭市民会館）
　親子で楽しく料理をしませんか。夏にぴったりなおいしいメ
ニューをおうちでも作れるようになろう！
日時／７月30日（日）　午前10時～午後１時
場所／旭市民会館
対象／市内小学生（３年生以上）と保護者　
定員／８組（２人１組）
メニュー／�鉄人キーマカレー、パリパリチキンサラダ、もみもみ簡

単アイス、○○のコンポート※○○に当てはまる食材は
当日までのお楽しみ！

費用／１組1,000円（材料費）
受付期間／７月２日（日）～　
　　　　　�定員に達し次第、受付を締め切ります。（受付時間：午前

８時30分～午後５時まで。月曜日と７月18日を除く）
申込方法／材料費を添えて旭市民会館に申し込みください。
問合せ／旭市民会館　☎63-8755

一緒に作ればもっとおいしい！

ゆかたの着付け教室（旭市民会館）
　自分でゆかたを着られたら、なんてあこがれませんか？当日は
着飾ったゆかた姿で七夕まつりに行くこともできます！�
日時／８月６日（日）　午後１時30分～３時30分
場所／旭市民会館
対象／高校生以上・女性限定
定員／15人
費用／無料
　　　ゆかた・帯については、無料にて貸し出し可能です。
　　　申込時に「貸し出し希望」の旨、お知らせください。
　　　（返却の際はクリーニングをお願いします）
受付期間／７月２日（日）～　
　　　　　�定員に達し次第、受付を締め切ります。（受付時間：午

前８時30分～午後５時まで。月曜日と７月18日を除く）
申込方法／旭市民会館へ申し込みください。
問合せ／旭市民会館　☎63-8755

講師が丁寧に教えます
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令和５年７月１日発行　　編集：旭市教育委員会生涯学習課

お知らせ 次回の公民館だよりは９月１日発行予定です。�掲載予定：後期教室募集

旭市教育委員会生涯学習課（市役所４階）
〒289-2595　ニの2132番地 ☎0479-85-8627
旭市海上公民館
〒289-2604　高生1番地 ☎0479-55-2566
旭市民会館（あさひ市民センター内）
〒289-2504　ニの2787番地1 ☎0479-63-8755
旭市図書館（県立東部図書館内）
〒289-2521　ハの349番地 ☎0479-62-2560
いいおかユートピアセンター
〒289-2712　横根1365番地25 ☎0479-57-6060

旭市干潟公民館・旭市文書館（ひかた市民センター内）
〒289-0512　南堀之内10番地 ☎0479-68-3111
大原幽学記念館
〒289-0502　長部345番地2 ☎0479-68-4933
コミュニティセンター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0517　萬力2231番地 ☎0479-68-3111
ふれあいセンター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0515　入野1355番地１ ☎0479-68-3111
萬歳地区多目的研修センター（問合せ先：干潟公民館）
〒289-0504　櫻井123番地1 ☎0479-68-3111

問合せ先

その34 字の呼び方『蛇園』は「へびそね」か「へびその」か
　海上町史編集委員長の川名登氏は、昭和50年（1975）�頃にこの問題
を研究しました。左は『海上町史研究』４巻の表紙です。その中で川名氏
は、当時の海上中学校の生徒と父兄（保護者）を対象に調査しました。中
学生は、ほぼ９割が「へびその」と呼び、父兄は、236人中「へびその」
は122人、「へびそね」は103人と、その差はほとんどありませんでした。
さらに年代別に詳しく調査すると、年代が高いほど、「へびそね」と呼ぶ
割合が高く、明治、大正期までは「へびそね」、昭和期から「へびその」が
多くなったと記述しています。
　『蛇園』が初めて歴史の上に現れたのは、400年以上前の天正18年
（1590）の木曾義昌知行宛行状（千村文書）※１の中に書かれていた「へび
そ子」でした。その後、江戸時代の古文書には、「蛇園根普門院」とあり、「へ
びそね」と言っていたことがわかりました。
　地名学において、『大日本地名辞典』（明治36年（1903）刊）では、「ヘヒ
ソネ」とふりがなが付けられました。この呼び方の変化は、初等教育が
普及した明治末期から大正初期にかけ、学校で本格的に漢字の読み書き

※1木曾義昌知行宛行状…木曾義昌が重臣千村三郎太郎良重に領地を与えた証文

版画・文／

42

大原幽学記念館

一階の郷土展示室には丸木舟を始めに
農具類が沢山並び地域の歴史を伝えて
いました。その機能美から往時の生活
を想い興味深く見学してきました。

を学んだことで、『蛇園』の呼び方に一大変化を引き起こしたのではなかろうかとあり、『海上町史』では古来からの
地名である「ヘビソネ」が、文字につられて「ヘビソノ」に変わっていったと、書かれていました。
　研究は、町史研究冊子２巻から記述され４巻で完結し、次のように結んでいます。
　『日本民俗学の創始者として有名な柳田国男は、土地の地名の名前は、古代の日本語を知る最もよい手がかり
である。しかし、これに漢字を当てることによって、多くの古い日本語が破壊されていくと嘆いている。我々は、
我々の祖先が残した遺跡や文化財ばかりではなく、このような無形の言葉も、もっと大切にしていきたいもので
ある』と。
　目に見える遺跡や文化財ばかりではなく、地元の地名や言葉（方言）も大切にしていきたいものです。
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